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研究成果の概要（和文）：イラン, パキスタン, インド, ミャンマー, タイ, ラオス及び中国雲南省に渡る山岳
地・照葉樹林・少数民族地帯と相関の高い国境を越えた民族活動のある地帯にて調査した.　西アジアまでの拡
大アジア圏の僻地・少数民族地域での作物遺伝資源の保全・利用動態の現状の情報の収集・整理について基盤が
できた.　低投資で成立している自給作物栽培体系の変化についてミャンマー等現地調査例構築をした. 作物種
の遺伝資源利用の情報の映像化については, 映像に収納すべき要素の見極めとデータ集積の基盤を作った.　学
術非商業利用ABS(遺伝資源アクセスと利益配分)のモデルとしてABS研究の実践を継続し、事例を報告した. 

研究成果の概要（英文）：Desktop and field Survey research were made over the areas correlated highly
 with the factors of mountains, evergreen forests, and ethnic minorities, where ethnic groups are 
active beyond the borderlines over Iran, Pakistan, India, Myanmar, Thailand, Laos and China. 
Research basis was made on collection of information and materials on crop genetic resources around 
marginal and minority ethnic group precincts in Asia at large based on the collection and 
organization of information on the current status of conservation and utilization dynamics of crop 
genetic resources. About change of self-sufficient crop cultivation system established with low 
investment, we built field survey examples of crop species such in Myanmar.  On the visualization of
 genetic resources utilization information, we made a basis for identifying elements to be 
contained. We continue genetic resources access and benefit-sharing research and accumulate the 
examples as academic non-commercial use ABS.

研究分野：植物遺伝学、Biodiplomacy
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１．研究開始当初の背景 
辺境,山岳及び少数民族が重なる地域ではイ
ネや雑穀類などアジア圏起源の作物につい
て, 伝統的な在来品種が自給農家によって
遺存されていることが解って来ている. ま
た, 食糧, 医薬, 生活資材やバイオエネル
ギーを供給できる未開拓あるいは低利用の
植物種は, 広義でのアジア圏に多数存在し
ており，少数民族等による小規模の伝統的な
利用が各所で残っている.しかし, このよう
な植物遺伝資源の多くは希少あるいは絶滅
危惧になりつつあり, 伝統知もともに失わ
れつつある.グローバライゼーション要因等
により, 政治的・地理的隔離があり国家の権
力や支援が及ばない地域でも低投資で成立
している自給作物栽培体系に対応しない現
代品種が流入してきている可能性もある. 
また,低利用の作物はかならずしも低価値で
はなく, 社会的認知度と科学技術のてこ入
れで価値観が増大出来る場合も往々にして
ある.さらにこれら少数民族の地位と権利の
観点からも農業や種子の利用にかかわる権
利の調査検証を行うことは,保全の利用や世
界的な種子に係るパラダイムシフトとの関
わりを明確にするために大きく資する.世界
人口の増加や発展による食糧やエネルギー
資源の需要を満たす事は危急な状況になっ
てきており, 新規の資源の開拓・利用は危急
な課題である. 
２．研究の目的 
グローバライゼーション要因などにより, 
政治的・地理的隔離地域でも生物多様性依存
による自給体系に激甚な大変化の可能性が
ある. 野生及び栽培植物は生活の根幹をな
すものであり、1)遺伝資源とその伝統知の保
全は、危急の課題であるが、実態把握は進ん
でいない. 2)一方, 世界的に食糧やエネルギ
ー資源の需要の充足は懸案であり, 低投資
で活用できる新規の植物遺伝資源の開拓・利
用は危急な課題である. 国境を超越した地
域としての経済活動や民族の存在があり, 
現代化による伝統文化の忘却だけではなく, 
経済活動による僻地農村地域での持続的な
生活活動が退行しており, 貧富の差の拡大
や環境の急激な破壊が起こっている. 遺伝
資源に関わる伝統文化の保全と新規利用は
遺伝資源の維持だけではなく, 経済活性や
生活向上へつながる可能性について個別の
事例を記録考察することは重要である.生物
多様性条約等の国際法に従い, 辺境の少数
民族独自の在来品種や低利用の植物遺伝資
源の情報の収集体系化と文書化映像化を行
い, １）及び 2)に関し事例の構築と検証及び
提言をする.  
３．研究の方法 
過去の事例経験によって, 実施可能性を現
地機関と調整し, 現地主務省や現地の公的
地権者等との内諾を得て, また数度の国内
集会を行って下記の地域を特定した. イラ
ンーパキスタンーインドーミャンマー中国

雲南省に渡る山岳地・照葉樹林・少数民族地
帯と相関の高い国境を越えた民族活動のあ
る地帯にて調査した.  
４．研究成果 
 治安, 気候, 政情や法的な事項を考慮し, 
実施可能性を現地と調整し, 現地主務省や
公的地権者等との許可を担保した.  国内集
会を行って年初に検討した. 山岳地・照葉
樹林・少数民族地帯と相関の高い国境を越え
た民族活動のある地帯にてデスクトップ及
び訪問調査を実施した. 
下記i)-v)をとりまとめた. i) 西アジアまで
の拡大アジア圏の僻地・少数民族地域での作
物遺伝資源の保全・利用動態の現状の情報の
収集・整理について基盤ができた. 植探報等
にて個別の論文報告をした. ; ii)政治的・
地理的隔離があり国家の権力や支援が及ば
ない地域でも低投資で成立している自給作
物栽培体系の変化についてミャンマー等現
地調査例構築をし, 植探報等にて個別の論
文報告をした. ; iii)国内研究集会を開催
し僻地・少数民族地域での持続性維持と開発
協力の調和への提要のとりまとめについて
は, 当該研究課題の発展的研究と開発支援
の案を検討し、新しい活動の基盤を作り, H29
年度以後も随時集会する体制を整えた. ； 
iv)遺伝資源の国際利用の可能性の検討，辺
境の少数民族独自の在来品種や低利用の作
物種の遺伝資源の情報のビデオ映像化につ
いては, 映像に収納すべき要素の見極めと
農研機構(NARO)遺伝資源センターでのデー
タ集積の基盤を作った. ただし,今後は詳細
の要素の一般化と定義化が必要であり, 新
規の研究へつなげる事になった. ； v) 学
術非商業利用 ABS(遺伝資源アクセスと利益
配分)のモデルとして ABS 研究の実践を継続
し、事例を報告した. 特に、ミャンマーでの
SMTA による材料入手及び人材養成による非
金銭的な利益還元は、ABS 非商業利用での基
本であり、他科研課題等学術研究の模範とな
ると考えられる. 課題終了後になるが, 随
時経験を共有できる論文を国際雑誌に投稿
企画し、早期に出版する予定である.  
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